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北極海は，温暖な白亜紀から寒冷な新生代に移行する過程において，また数百～数千年規模の急激で突然の気

候変動において，大きな役割を果たしていると考えられているが，これまで深海掘削は行われてこなかったため，

その実態な謎に包まれていた．北極海の海氷は北半球のアルベド（太陽から降り注いだ光を地球がどれだけ反射す

るかの割合）と淡水の分布に大きな影響を与えており，また，ノルディック海で形成され全世界の海洋を循環する

高密度の冷たい深層水の形成に北極海が関与しているが，長い時間スケールでの北極海の海氷や海洋構造の変化が，

どのように現在の気候の形成や律動的な気候変動に関与してきたか，未知のまま残されてきた．これまで，通常の

ピストンコアラーによる柱状堆積物コアを用いて，海底下 10m 程度（過去 50 万年程度）の環境についての知見は

ある程度得られていたが，これよりも深い（古い）時代の環境変動は全くわかっていなかった.統合国際深海掘削

計画第３０２次航海では，北極海中央部．極点付近のロモノソフ海嶺上で、海底下 428m までの基盤上の堆積物（約

400m）と基盤 28m を掘削することに成功した．予察的研究では，過去 5,000 万年間の北極海の気候，とくに海氷，

海洋循環，生物生産に関する新知見が得られている．本発表では，航海概要について報告する． 


